
西
州
如
見
と
溝
代
儒
学

柳
　
　
沢

蜜
え
が
き

　
西
川
如
見
（
ニ
ハ
四
八
年
－
一
七
二
四
年
）
は
、
息
子
の
正
休
（
ニ
ハ
九

三
年
－
一
七
五
六
年
）
と
と
も
に
、
長
崎
の
天
文
。
地
理
の
学
者
で
あ
り
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
）

つ
朱
子
学
派
の
儒
者
で
も
あ
っ
た
。
天
人
合
一
。
理
気
合
一
の
儒
学
思
想
の
も

と
で
、
如
見
。
正
休
の
父
子
は
、
〈
命
理
〉
の
天
学
と
〈
形
気
〉
の
天
学
を
綜

含
－
統
一
し
よ
う
と
し
た
。
自
然
と
人
間
を
対
象
と
す
る
認
識
に
お
い
て
、

〈
命
理
〉
の
天
学
と
は
哲
学
で
あ
り
、
〈
形
気
〉
の
天
学
と
は
科
学
で
あ
っ
た
。

如
見
は
正
休
と
と
も
に
、
こ
の
自
然
と
人
間
を
め
ぐ
る
哲
学
と
科
学
を
綜
合
“

統
一
し
な
が
ら
、
吉
代
と
近
世
、
東
洋
と
西
洋
を
比
較
。
対
照
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
如
見
。
正
休
の
〈
命
理
〉
と
く
形
気
V
の
綜
合
H
統
一
は
、
向
井

元
升
（
ニ
ハ
〇
九
年
－
ニ
ハ
七
七
年
）
の
〈
窮
理
〉
と
〈
器
数
〉
や
三
浦
梅

園
（
一
七
二
三
年
i
一
七
八
九
年
）
の
〈
条
理
〉
と
〈
実
測
〉
の
綜
合
H
統

一
に
主
旨
が
一
致
し
て
お
り
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
如
見
。
正
休
。
元
升
。
梅
園
の

哲
学
と
科
学
の
綜
合
”
統
一
が
清
代
儒
学
の
『
物
理
小
識
』
（
方
以
智
著
）
や

『
天
経
或
間
』
（
漉
子
六
著
）
の
〈
通
幾
〉
と
〈
質
測
〉
あ
る
い
は
〈
条
理
〉
と

〈
象
数
〉
の
綜
合
u
統
一
に
趣
意
が
近
似
し
て
い
る
。
し
か
も
こ
れ
ら
哲
学
と

科
学
の
綜
合
H
統
一
が
論
理
の
う
え
で
も
歴
史
の
う
え
で
も
系
譜
と
し
て
接
続

し
て
い
る
こ
と
を
以
下
に
立
証
し
た
い
。

　
な
お
『
西
川
如
見
遺
書
』
（
西
川
亮
編
）
『
文
明
源
流
叢
書
』
（
国
書
刊
行
会

編
）
『
梅
園
全
集
』
（
梅
園
会
編
）
『
物
理
小
識
』
（
国
学
基
本
叢
書
二
四
六
）
な

ど
か
ら
文
章
を
引
用
し
た
が
、
傍
点
は
原
文
に
は
な
く
、
筆
者
が
便
宜
の
た
め

に
付
与
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
た
だ
句
調
や
語
法
の
合
致
な
い
し
は
類
似
を

保
存
し
維
持
す
る
た
め
、
漢
文
は
読
み
下
さ
ず
原
文
の
ま
ま
引
用
し
た
。
ま
た

参
考
の
た
め
の
図
表
を
作
成
し
た
の
で
一
覧
さ
れ
た
い
。

西

1‘∫
如

意
訳
一
1－1
正
休

意
楚
一

向
井

元
升

形命
気理

測性
量命

事理

数理

形命
気理

器窮
数理

性
命
測
量

向
井
元
升
と
同
門
？

『
天
経
或
間
』
を
出
版

西
川
如
見
と
同
門
？
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三
…
拐
一
一
一
一
浦
梅
園
艦
濃
推
歩
　
露
級
鍵

毒
隻
　
　
　
　
　
を
読
書

物
理
小
識
綴
欝
縦
熊
艘
転
天
経
或
間
一
に
序
文
執

三
一
t
一

天
経
或
問
鑓
講
鯛
鯛
　
牝
物
理
小
識
一
が
引
用
文

　
　
一
六
七
五

　
（
一
七
三
〇
日
本
出
版
）

　
朱
子
学
派
窮
理
　
　
理
隠

　
　
　
　
　
　
　
格
物
　
　
　
気
費

川
西
川
如
見
。
西
川
正
休

　
西
川
如
見
は
、
天
人
合
一
・
理
気
合
一
の
哲
学
思
想
の
も
と
で
天
文
。
地
理

の
科
学
研
究
に
た
ず
さ
わ
っ
た
。
如
見
は
、
自
然
と
人
間
を
対
象
と
す
る
認
識

を
天
学
と
命
名
。
呼
称
し
た
。
如
見
は
、
こ
の
天
学
を
く
命
理
V
と
く
形
気
V

の
二
面
に
分
析
し
て
か
つ
こ
の
両
者
を
綜
合
し
よ
う
と
し
た
。
如
見
に
よ
れ

ば
、
〈
命
理
V
の
な
い
く
形
気
V
は
な
い
し
、
〈
形
気
V
の
な
い
く
命
理
V
も
な

い
。
こ
の
〈
命
理
〉
と
く
形
気
V
の
対
立
と
統
一
は
、
か
の
《
理
》
と
《
気
》

の
対
立
と
統
一
に
相
当
。
対
応
す
る
。
こ
う
し
た
〈
命
理
〉
と
〈
形
気
〉
に
つ

い
て
、

　
天
ト
云
二
二
義
ア
リ
命
理
ノ
天
ト
形
気
ノ
天
ト
也
…
夫
此
耐
天
ブ
位
ヲ
論
ス

　
ル
時
ハ
命
理
ハ
上
ニ
シ
テ
形
気
ハ
下
ト
ス
然
レ
ド
モ
元
相
離
ル
ル
事
ナ
ク
先

　
後
高
下
無
シ
須
與
そ
其
形
気
ヲ
離
ル
ル
ト
キ
ハ
其
命
理
モ
亦
掛
塔
ス
ル
所
無

　
シ
命
理
常
住
ナ
ル
カ
故
二
形
気
モ
亦
常
住
也
（
『
天
文
義
論
』
上
－
西
川

　
如
見
遺
書
二
篇
一
頁
）

と
如
見
は
論
説
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
そ
の
〈
命
理
〉
と
は
な
に
か
？
　
〈
形

気
〉
と
は
な
に
か
，
？
　
如
見
に
お
い
て
〈
命
理
〉
と
は
陰
陽
五
行
の
《
理
》
で

あ
り
、
〈
形
気
》
と
は
万
物
生
生
の
《
気
》
で
あ
っ
た
。
《
理
》
は
原
理
”
法
則

で
あ
り
、
《
気
》
は
物
質
H
運
動
で
あ
っ
た
。
天
人
合
一
。
理
気
合
一
の
も
と

で
、
こ
の
陰
陽
五
行
と
万
物
生
生
、
《
理
》
と
《
気
》
は
、
《
天
》
と
《
人
》
と

と
も
に
対
立
し
つ
つ
も
統
一
す
る
。
す
な
わ
ち
自
然
と
人
間
、
原
理
n
法
則
と

物
質
H
運
動
は
、
対
立
し
つ
つ
も
統
一
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
　
　
　
　
田

　
此
故
能
観
二
察
五
行
之
理
一
。
則
当
竺
窮
二
知
天
人
合
一
之
理
一
柔
。
（
『
天
人
五

　
行
解
』
1
遺
書
一
四
篇
三
頁
）

　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o

　
陰
陽
五
行
之
金
徳
。
賦
二
於
人
一
而
成
二
心
性
一
。
上
応
二
七
曜
一
而
称
二
至
大
一
。

　
下
貫
二
万
物
一
而
蔵
二
至
微
一
。
　
此
故
上
古
聖
神
立
二
人
極
一
設
レ
教
也
。
純
順
二

　
〇
　
　
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
　
　
〇
　
　
〇
　
　
〇
　
　
　
　
　
　
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
　
　
〇
　
　
〇
　
　
〇
　
　
　
　
　
　
〇

　
五
行
一
雨
欲
下
使
生
民
無
レ
離
二
五
行
陰
陽
之
理
一
。
莫
雀
背
二
万
物
生
生
之
気
一

　
集
。
因
レ
滋
画
二
其
象
一
著
二
其
辞
一
。
以
伝
二
其
講
於
後
世
一
者
易
著
是
也
。
蓋

　
天
地
人
物
至
大
至
微
幽
明
変
態
悉
傭
レ
焉
。
（
同
右
一
頁
）

と
如
見
は
記
述
し
て
い
る
。
天
人
合
一
。
理
気
合
一
の
も
と
で
、
陰
陽
五
行
の

原
理
H
法
則
は
、
万
物
生
生
の
物
質
”
運
動
と
対
立
し
つ
つ
も
統
一
す
る
。
と

こ
ろ
で
〈
命
理
〉
と
く
形
気
V
あ
る
い
は
《
理
》
と
《
気
》
は
、
ま
た
《
理
》

と
《
数
》
と
し
て
も
禍
互
に
関
係
す
る
。
こ
こ
で
も
如
見
は
、
《
理
》
と
《
数
》

の
二
面
に
分
析
し
て
か
つ
そ
の
両
者
を
綜
合
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
如
見
に
よ

れ
ば
、
《
理
》
の
な
い
《
数
》
は
な
い
し
、
《
数
》
の
な
い
《
理
》
も
な
い
。

《
理
》
と
《
数
》
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o

　
夫
天
学
也
者
。
以
二
理
与
p
数
為
レ
先
也
。
故
暦
挙
之
難
。
難
二
乎
理
数
兼
到
一
。



　
　
o
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
画
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
　
　
o
　
　
　
o
　
　
　
　
o
　
　
　
　
o
　
　
o

　
蓋
理
者
数
之
本
也
。
数
者
理
之
験
也
。
術
士
畢
手
数
一
疎
手
理
一
。
発
飲
乗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
　
　
o
　
　
　
o
　
　
　
　
o
　
　
　
　
o
　
　
　
o

　
除
非
レ
不
二
精
織
一
。
或
失
二
天
遭
之
正
一
。
文
士
長
手
理
一
拙
二
干
数
一
。
引
レ
経

　
拠
レ
史
非
レ
不
二
博
雅
一
。
亦
非
二
天
象
之
真
一
。
所
謂
天
学
者
。
不
レ
可
レ
不
レ
備
一

　
由
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o

　
数
与
？
理
也
。
則
数
理
全
備
。
而
後
得
レ
識
二
天
学
之
要
一
。
（
『
虞
書
暦
象
俗

　
解
』
序
－
遺
書
一
篇
）

と
如
見
は
論
説
し
て
い
る
。
如
見
の
右
文
に
「
理
数
兼
到
」
「
数
理
全
備
」
と

あ
る
と
お
り
、
《
理
》
と
《
数
》
は
、
対
立
し
つ
つ
も
統
一
す
る
。
ま
た
「
術
士

畢
手
数
一
碑
手
理
」
「
文
士
長
二
子
理
一
拙
二
子
数
一
」
と
あ
る
と
お
り
、
術
士
は

く
数
》
に
つ
い
て
長
所
が
あ
っ
て
も
《
理
》
に
お
い
て
短
所
が
あ
り
、
逆
に
文

士
は
《
理
》
に
お
い
て
長
所
が
あ
っ
て
も
《
数
》
に
お
い
て
短
所
が
あ
る
。
術

士
は
科
学
。
技
術
の
学
者
で
あ
っ
て
文
士
は
哲
学
。
倫
理
の
学
者
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
〈
命
理
〉
と
〈
形
気
〉
あ
る
い
は
《
理
》
と
《
気
》
は
、
ま
た
《
理
》

と
《
事
》
と
し
て
も
相
互
に
関
係
す
る
。
如
見
に
よ
れ
ば
、
古
代
に
は
《
理
》

に
つ
い
て
精
密
で
《
事
》
に
つ
い
て
粗
雑
で
あ
っ
た
が
、
後
世
に
は
《
事
》
に

お
い
て
精
密
で
《
理
》
に
お
い
て
粗
雑
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
《
理
》
と
《
事
》

に
つ
い
て
へ

　
蓋
性
命
道
徳
ノ
学
ハ
理
ニ
シ
テ
上
古
明
カ
ニ
末
代
衰
フ
天
地
測
量
ノ
術
ハ
事

　
ニ
シ
テ
上
古
ハ
粗
二
末
代
精
シ
此
故
二
天
文
ハ
事
ニ
シ
テ
末
代
漸
ク
精
密
二

　
至
レ
ル
者
也
（
『
天
文
義
論
』
巻
上
－
遺
書
二
篇
七
頁
）

と
如
見
は
記
述
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
如
見
は
、
二
種
の
天
学
と
し
て
の
〈
命

理
〉
と
〈
形
気
〉
、
《
理
》
と
《
気
》
、
《
理
》
と
《
数
》
、
《
理
》
と
《
事
》
を
分

析
し
て
か
つ
綜
合
し
た
。
す
な
わ
ち
哲
学
と
科
学
、
本
質
と
現
象
の
二
面
を
対

立
さ
せ
か
つ
そ
の
両
者
を
統
一
し
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
如
見
は
、
こ
う
し
た
〈
命
理
〉
と
〈
形
気
〉
の
二
種
の
天
学
を
め
ぐ

り
、
古
代
と
近
世
、
東
洋
と
西
洋
を
ど
の
よ
う
に
比
鮫
・
対
照
し
た
だ
ろ
う

か
？
　
如
見
に
よ
れ
ば
、
古
代
の
聖
人
は
す
で
に
こ
の
〈
命
理
〉
の
天
学
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

〈
形
気
〉
の
天
学
を
綜
合
［
統
一
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
中
国
の
聖
人
の
政
治
。

経
済
に
つ
い
て
、

　
伏
義
氏
仰
テ
形
気
ノ
天
ヲ
観
察
シ
玉
ヒ
始
テ
卦
ヲ
画
シ
テ
命
理
至
妙
ノ
天
ヲ

　
示
シ
人
遣
ヲ
立
玉
ヒ
…
是
レ
帝
王
ノ
重
事
治
教
ノ
始
メ
人
倫
日
用
ノ
要
領
天

　
学
ノ
原
始
ナ
リ
（
『
天
文
義
論
』
巻
上
－
遺
書
二
篇
二
頁
）

と
如
見
は
論
説
し
て
い
る
。
し
か
る
に
如
見
に
よ
れ
ば
、
こ
の
古
代
の
く
命

理
V
と
〈
形
気
〉
の
二
種
の
天
学
も
中
吉
に
な
る
と
吉
凶
。
禍
福
の
ト
占
に
変

質
し
腐
敗
・
堕
落
し
て
し
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
近
世
に
な
っ
て
こ
の
〈
命
理
〉

と
〈
形
気
〉
の
二
種
の
天
学
が
復
活
。
再
生
し
た
。
こ
の
申
国
に
伝
統
の
〈
命

理
〉
と
〈
形
気
〉
の
二
種
の
天
学
を
軽
視
し
て
新
来
の
洋
挙
ば
か
り
を
重
視
す

る
日
本
の
学
者
を
如
見
は
批
判
す
る
。
す
な
わ
ち
、

　
然
ル
ニ
中
古
以
来
天
学
紛
失
シ
テ
聖
人
不
易
ノ
正
説
ヲ
不
弁
妄
二
陰
陽
禍
福

　
ノ
事
二
落
テ
只
其
聖
器
有
ト
云
ド
モ
其
理
ヲ
不
察
宋
儒
二
至
テ
其
理
ヲ
弁
ス

　
ル
事
有
テ
元
明
ノ
間
二
於
テ
益
備
レ
リ
然
リ
ト
云
ト
そ
遍
ク
人
ノ
知
ル
事
二

　
非
サ
ル
カ
故
二
偶
戎
蛮
ノ
説
ヲ
聞
テ
是
ヲ
称
歎
ス
況
ヤ
日
本
志
学
ノ
徒
華
ト

　
蛮
ト
ノ
天
学
ヲ
不
弁
或
ハ
村
老
ノ
偏
識
ヲ
認
得
シ
テ
中
華
天
学
ノ
明
備
ナ
ル

　
事
ヲ
不
レ
知
（
『
天
文
義
論
』
巻
上
－
遺
書
二
篤
九
頁
）

　
唐
士
上
古
ノ
天
文
如
斯
二
明
察
也
豊
戎
蛮
ノ
説
二
習
ハ
ン
ヤ
（
同
右
）

と
如
見
は
記
述
し
て
い
る
。
前
述
し
た
と
お
り
、
如
見
に
よ
れ
ば
、
天
人
合

一
H
理
気
合
一
の
も
と
で
、
〈
命
理
V
と
は
陰
陽
五
行
の
《
理
》
で
あ
り
、
〈
形

気
〉
と
は
万
物
生
生
の
《
気
》
で
あ
っ
た
。
宋
儒
の
理
学
の
理
気
説
n
天
人
説

に
よ
っ
て
、
中
古
に
腐
敗
。
堕
落
し
て
し
ま
っ
た
古
代
の
天
学
が
近
世
に
復
活
。

5　西川如見と滴代儒学



再
生
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
宋
学
の
功
績
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o

　
倦
テ
天
文
ノ
本
元
ハ
易
書
二
在
テ
天
文
暦
易
ノ
理
天
人
一
貫
ノ
義
ヲ
窮
ム
ル

　
事
ハ
難
シ
ト
モ
少
モ
是
ヲ
学
ン
テ
天
文
暦
法
二
合
シ
テ
髪
髭
ヲ
察
シ
験
ン
事

　
可
也
蓋
中
華
聖
人
ノ
天
学
中
古
以
来
紛
失
暗
晦
ナ
リ
シ
ヲ
宋
儒
ノ
発
明
セ
シ

　
ニ
因
テ
弊
説
雲
ノ
如
ク
開
ケ
シ
事
最
多
シ
（
『
天
文
義
論
』
巻
下
－
－
遺
書

　
二
篤
二
四
頁
）

と
如
見
は
論
説
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
如
見
は
、
宋
儒
の
理
学
の
長
所
を
評
価

し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
短
所
を
批
判
し
て
も
い
た
。
如
見
が
評
価
し
た
宋

学
の
長
所
と
は
〈
命
理
〉
の
方
面
で
あ
り
、
批
判
し
た
短
所
と
は
〈
形
気
〉
の

方
面
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
理
学
の
欠
点
に
つ
い
て
、

　
暦
家
ノ
説
ハ
上
古
ノ
測
量
ヨ
リ
出
テ
象
数
二
因
テ
窮
測
二
従
ヒ
宋
儒
ノ
説
ハ

　
測
量
二
疎
ク
理
見
二
従
テ
論
説
有
シ
故
ナ
リ
ー
・
朱
子
張
子
程
子
又
ハ
郡
子
ノ

　
説
ト
云
ト
モ
直
チ
ニ
天
象
ヲ
測
験
シ
推
歩
シ
テ
後
二
可
信
之
…
…
或
郡
子
目

　
天
ハ
理
ヲ
以
テ
尽
シ
テ
以
レ
形
不
ノ
可
レ
尽
潭
天
ノ
術
以
レ
形
尽
レ
天
可
乎
ト
云

　
云
天
文
学
ハ
形
体
ノ
天
ヲ
学
ヘ
ル
也
何
ソ
形
ヲ
以
テ
尽
ス
事
無
ケ
ン
（
『
天
文

　
義
論
』
巻
下
－
遺
書
二
篇
二
囚
二
孟
頁
）

と
如
見
は
記
述
し
て
い
る
。
宋
儒
に
は
理
論
が
あ
っ
て
も
そ
の
検
証
が
な
い
。

観
察
。
実
験
・
計
算
。
測
定
し
て
み
て
は
じ
め
て
理
論
を
検
証
す
る
の
で
あ

る
。
と
り
わ
け
《
理
》
に
よ
っ
て
探
究
す
る
の
で
あ
っ
て
《
形
》
に
よ
っ
て
追

求
す
る
の
で
は
な
い
と
い
う
郡
薙
（
康
節
）
の
天
学
に
右
文
は
反
諭
し
て
い

る
。
理
先
気
後
で
は
な
く
理
気
合
一
の
も
と
で
如
見
の
天
学
は
、
《
理
》
の
探

究
と
《
形
》
の
追
求
を
綜
合
H
統
一
し
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
如
見
の
〈
命
理
〉
と
〈
形
気
〉
の
二
種
の
天
学
に
つ
い
て
の

学
説
を
息
子
の
正
休
も
著
作
の
な
か
で
祖
述
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
〈
命
理
〉

と
〈
形
気
〉
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舳
　
　
0
　
　
0

　
夫
レ
天
学
二
二
義
ア
リ
。
命
理
ノ
天
学
ト
。
形
気
ノ
天
学
ト
ナ
リ
。
性
命
五

　
〇
　
　
　
　
　
〇
　
　
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曲
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o

常
ノ
遣
理
ヲ
窮
ル
。
是
レ
命
理
ノ
天
学
也
。
日
月
五
星
ノ
運
行
側
量
ヲ
修

　
ル
。
是
レ
形
気
ノ
天
学
也
。
命
理
ト
形
気
ト
本
ニ
ツ
ニ
非
ズ
。
（
『
天
学
初
学

　
問
答
』
－
遺
書
十
一
篇
一
頁
）

　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o

　
此
ノ
如
キ
ノ
三
才
一
貫
ヲ
窮
〃
。
是
ヲ
命
理
ノ
天
学
ト
云
。
又
日
月
五
星
ノ

　
運
行
ヲ
推
歩
測
量
シ
テ
。
四
時
ヲ
定
メ
。
時
ヲ
授
ケ
。
或
ハ
世
界
ノ
万
国

　
二
行
舟
シ
。
或
ハ
我
国
山
川
ノ
地
理
ヲ
窮
ル
。
是
ヲ
形
気
ノ
天
学
ト
云
。

　
（
同
右
二
頁
）

と
正
休
も
論
説
し
て
い
る
。
正
休
の
右
文
に
「
性
命
五
常
」
「
推
歩
測
量
」
と

あ
る
の
は
、
如
見
の
前
引
に
「
性
命
遣
徳
」
「
陰
陽
五
行
」
「
天
地
測
量
」
「
測
験

シ
推
歩
シ
」
と
あ
っ
た
の
と
主
旨
が
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
正
休
の
右

文
に
「
三
才
一
貫
」
と
あ
る
の
は
、
如
見
の
前
引
に
「
天
人
一
貫
」
と
あ
っ
た

の
と
趣
意
が
近
似
す
る
も
の
で
あ
る
。
如
見
と
と
も
に
正
休
に
と
っ
て
も
〈
命

理
〉
は
陰
陽
五
行
の
《
理
》
で
あ
り
、
　
〈
形
気
〉
は
万
物
生
生
の
《
気
》
で
あ

っ
た
。
天
人
合
一
。
理
気
合
一
の
も
と
で
、
こ
の
陰
陽
五
行
の
《
理
》
と
万
物

生
生
の
《
気
》
は
、
《
天
》
と
《
人
》
と
と
も
に
、
対
立
し
つ
つ
も
統
一
す
る
。

こ
う
し
て
如
見
と
と
も
に
正
休
に
お
い
て
も
、
理
気
合
一
と
天
人
合
一
は
、
密

接
に
結
合
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

　
形
気
ナ
ケ
レ
バ
命
理
モ
ナ
ク
。
命
理
ナ
ケ
レ
バ
。
形
気
モ
ナ
シ
。
天
地
形
体

　
ア
ル
ガ
故
二
。
理
ト
気
ト
。
形
体
ノ
中
二
具
リ
。
人
間
形
体
ア
〃
ガ
故
二
。

　
人
気
ト
心
理
ト
。
形
体
ノ
中
二
且
ハ
リ
。
万
物
形
質
ア
ル
ガ
故
二
。
気
味
ト
功

　
能
ト
。
形
質
ノ
中
二
在
テ
。
理
気
形
ノ
三
ノ
者
ハ
相
離
レ
ズ
。
（
『
天
学
初
学

　
間
答
』
1
遺
書
十
一
篇
二
頁
）



と
正
休
は
記
述
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
正
休
も
如
見
と
と
も
に
〈
命
理
〉
の
天

学
と
〈
形
気
〉
の
天
学
を
分
析
し
て
か
つ
綜
合
し
た
。
さ
ら
に
は
正
休
も
如
見

と
と
も
に
、
こ
う
し
た
〈
命
理
〉
と
〈
形
気
〉
の
二
種
の
天
学
を
め
ぐ
り
、
古

代
と
近
世
、
東
洋
と
西
洋
を
比
較
。
対
照
し
て
い
る
。
如
見
と
と
も
に
正
休
に

よ
れ
ば
、
古
代
の
聖
人
は
、
す
で
に
〈
命
理
〉
と
〈
形
気
〉
の
二
種
の
天
学
を

綜
合
・
統
一
し
て
い
た
。
中
国
の
聖
人
に
つ
い
て
、

　
間
。
尭
舜
ハ
形
気
ノ
天
ヲ
述
べ
。
孔
子
ハ
命
理
ノ
天
ヲ
述
べ
玉
フ
ニ
。
尭
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o

　
前
ノ
聖
人
モ
。
天
学
ヲ
述
べ
玉
ヘ
ル
乎
。
目
。
…
聖
人
執
レ
カ
。
三
才
形
気

　
命
理
ヲ
論
ゼ
ザ
ラ
ン
ヤ
。
（
『
天
学
初
学
間
答
』
1
遺
書
十
一
篇
三
頁
）

と
正
休
は
論
説
し
て
い
る
。
正
休
の
右
文
に
「
三
才
形
気
命
理
」
と
あ
る
と
お

り
、
天
人
合
一
と
理
気
含
一
は
密
接
に
締
合
し
て
い
る
。
ま
た
西
洋
の
天
学
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

〈
形
気
〉
に
長
所
が
あ
っ
て
も
〈
命
理
〉
に
短
所
が
あ
る
と
正
休
は
批
判
す
る
。

す
な
わ
ち
、

　
君
子
ハ
天
学
ヲ
以
テ
。
遣
徳
性
命
ノ
理
ヲ
窮
メ
。
紅
毛
ハ
天
学
ヲ
以
テ
。
不

　
仁
貧
欲
ノ
理
ヲ
窮
ル
乎
。
春
嵯
惜
ヒ
哉
。
紅
毛
ハ
形
気
ノ
天
学
二
達
シ
テ
。

　
何
ゾ
命
理
ノ
天
学
ヲ
知
ザ
ル
ヤ
。
（
『
天
学
初
学
間
答
』
1
遺
書
十
一
篤
三

　
頁
）

と
正
休
は
記
述
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
如
見
。
正
休
の
西
川
父
子
は
、
〈
命
理
〉

と
〈
形
気
〉
の
二
種
の
天
学
を
綜
合
“
統
一
し
よ
う
と
し
た
。
天
人
合
一
n
理

気
合
一
は
、
西
川
父
子
の
儒
学
思
想
の
礎
石
H
支
柱
で
あ
っ
た
。
こ
の
西
川
父

子
の
二
種
の
天
学
は
、
『
大
学
』
か
ら
宋
学
へ
と
伝
統
が
継
承
し
た
格
物
致
知
。

居
敬
窮
理
と
い
っ
た
儒
学
の
教
義
に
系
譜
と
な
っ
て
接
続
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち　
私
二
按
ス
ル
ニ
天
文
ハ
暦
易
ノ
形
体
ニ
シ
テ
易
ハ
天
文
ノ
理
暦
ハ
天
文
ノ
周

　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o

　
也
是
則
致
知
格
物
ノ
主
本
学
者
是
ヲ
忽
ニ
ス
ベ
ケ
ン
哉
（
『
天
文
義
論
』
巻
上

　
i
遺
書
二
篤
二
頁
）

と
如
見
が
論
説
し
て
い
る
し
、

　
或
初
学
間
テ
目
ク
。
天
学
ヲ
習
得
テ
。
何
ノ
用
有
ル
乎
。
答
目
ク
。
天
学
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o

　
習
得
テ
ハ
。
大
略
天
地
ノ
理
ヲ
窮
ル
也
。
聖
人
ノ
遺
ハ
格
物
ノ
理
ヲ
窮
ル
コ

　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o

　
ト
。
天
地
ノ
理
ヲ
窮
ル
ヨ
リ
大
ナ
ル
ハ
ナ
シ
。
（
『
天
学
初
学
閲
答
』
1
遺

　
書
十
一
篤
一
頁
）

と
正
休
も
記
述
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
如
見
に
儒
学
を
教
授
し
た
の
は
、
日
本

の
朱
子
学
派
の
木
下
順
庵
の
門
下
の
南
部
草
寿
で
あ
っ
た
。
こ
の
草
寿
が
じ
つ

は
〈
形
体
〉
の
天
と
〈
霊
神
〉
の
天
を
分
析
H
綜
合
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち

〈
形
体
〉
の
天
と
〈
霊
神
〉
の
天
に
つ
い
て
、

　
今
此
ノ
天
ト
云
ハ
目
前
形
体
ノ
天
ニ
ハ
ア
ラ
ス
。
幽
冥
不
測
霊
神
ア
ル
処
ノ

　
地
。
一
切
品
物
ノ
曾
祖
也
。
…
若
シ
人
身
ヲ
以
テ
タ
ト
ヘ
ハ
。
一
身
ノ
中
。

　
一
切
ノ
聞
事
ヲ
耳
ノ
司
ド
リ
。
見
事
ヲ
目
ノ
司
ド
ル
カ
如
ク
。
天
ニ
モ
亦
其

　
神
ア
リ
。
各
其
徳
ヲ
備
へ
。
其
事
ヲ
司
ゼ
ラ
シ
ム
〃
者
也
。
（
『
感
応
篇
俗

　
解
』
序
文
－
刈
谷
市
立
図
書
館
蔵
）

と
草
寿
は
論
説
し
て
い
る
。
こ
の
草
寿
の
〈
形
体
〉
の
天
と
〈
霊
神
〉
の
天

は
、
如
見
の
〈
形
気
〉
の
天
学
と
〈
命
理
〉
の
天
学
に
系
譜
と
な
っ
て
接
続
し

　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

②
向
井
元
升
。
三
浦
梅
園

　
西
川
如
見
の
息
子
正
休
は
、
西
洋
の
天
学
が
く
形
気
V
に
長
所
が
あ
っ
て
も

〈
命
理
〉
に
短
所
が
あ
る
と
批
判
し
て
い
た
こ
と
を
前
章
で
記
述
し
た
。
じ
つ

は
『
乾
坤
弁
説
』
の
著
者
の
向
井
元
升
に
も
ま
た
同
様
の
論
説
が
あ
っ
た
こ
と
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を
当
章
で
論
説
し
よ
う
。
と
こ
ろ
で
元
升
と
如
見
が
系
譜
に
お
い
て
接
続
し
て

い
る
ら
し
き
こ
と
に
つ
い
て
は
、
つ
と
に
、

　
此
ヨ
リ
先
キ
長
崎
二
林
吉
左
衛
門
ト
目
ヘ
ル
者
ア
リ
天
文
暦
算
ノ
学
二
精
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o

　
正
保
中
耶
蘇
教
徒
ノ
獄
二
連
坐
シ
テ
刑
セ
ラ
ル
其
門
人
二
小
林
謙
貞
向
井
元

　
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O

　
舛
－
・
等
ア
リ
…
如
見
ノ
此
学
二
於
ケ
ル
恐
ク
ハ
林
氏
ノ
学
二
本
ツ
キ
テ
諸
家

　
ノ
説
ヲ
接
衷
セ
〃
者
ナ
ラ
ン
（
細
川
潤
次
郎
「
西
川
如
見
伝
」
1
遺
書
一

篇
三
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

と
い
っ
た
先
学
の
推
定
が
あ
る
。

　
元
升
は
、
西
洋
の
学
術
が
〈
形
器
〉
に
長
所
が
あ
っ
て
も
〈
窮
理
〉
に
短
所

が
あ
る
と
批
判
す
る
。
元
升
に
お
い
て
〈
窮
理
〉
と
は
理
気
。
陰
陽
・
五
行
を

対
象
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
〈
形
器
〉
と
は
天
地
の
形
体
。
日
月
の
大
小
。
運

行
の
度
数
。
昼
夜
の
際
隈
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o

　
夫
蛮
学
之
為
レ
術
、
未
笠
曾
知
二
理
気
陰
陽
一
、
惑
二
五
行
之
説
一
、
是
故
其
教
不
レ

　
遣
、
窮
理
尽
性
之
問
学
、
徒
興
形
器
之
上
一
、
以
論
レ
之
而
己
、
是
以
天
地

　
之
形
体
、
臼
月
之
大
小
、
運
行
之
度
数
、
昼
夜
之
際
限
雛
二
梢
詳
一
、
而
形
而

　
上
之
義
、
則
晦
盲
不
ソ
明
、
否
塞
不
レ
通
、
遂
執
一
形
器
之
説
一
以
為
レ
至
棄
。

　
（
『
乾
坤
弁
説
』
1
文
明
源
流
叢
書
二
巻
二
頁
）

と
元
升
は
記
述
し
て
い
る
。
元
升
の
右
文
の
〈
窮
理
〉
と
〈
形
器
〉
は
、
如
見

な
ら
ぴ
に
正
休
の
〈
命
理
〉
と
〈
形
気
〉
に
主
旨
が
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
正
休
の
前
引
に
も
「
性
命
五
常
ノ
遭
理
ヲ
窮
ル
。
是
レ
命
理
ノ
天
学

也
。
口
月
五
星
ノ
運
行
推
歩
測
量
ヲ
修
ル
。
是
レ
形
気
ノ
天
学
也
」
と
あ
っ

た
。
西
洋
の
学
術
が
〈
形
器
〉
に
長
所
が
あ
っ
て
も
〈
窮
理
〉
に
短
所
が
あ
る

と
い
う
批
判
は
、
『
乾
坤
弁
説
』
の
随
所
に
散
見
す
る
が
、
そ
の
う
ち
の
典
型

を
遺
加
し
た
い
。

　
如
レ
是
論
は
皆
蛮
学
の
形
器
の
末
に
就
て
工
夫
を
な
し
、
論
弁
す
る
故
に
、
形

　
象
色
相
無
、
工
夫
不
及
し
て
異
説
を
立
る
事
、
甫
蛮
学
之
法
也
、
窮
理
の
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o

　
に
非
ざ
る
故
也
…
夫
れ
運
気
は
陰
陽
五
行
の
化
を
論
ず
、
南
蛮
学
士
は
陰
陽

　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
　
　
　
o

　
を
不
知
、
五
行
の
理
に
味
し
、
本
よ
り
五
運
六
気
の
正
説
を
不
知
、
（
同
乾
坤

　
弁
説
』
元
巻
－
前
掲
九
頁
）

　
右
文
の
よ
う
に
元
升
の
〈
窮
理
〉
は
陰
陽
H
五
行
の
原
理
H
法
則
で
あ
る

し
、
前
引
の
ご
と
く
如
見
の
〈
命
理
〉
も
陰
陽
H
五
行
の
原
理
”
法
則
で
あ
っ

た
。
こ
う
し
て
元
升
の
く
窮
理
V
と
〈
形
器
〉
を
め
ぐ
る
西
洋
の
学
術
の
批
判

は
、
父
親
の
如
見
を
経
由
し
な
が
ら
正
休
の
〈
命
理
〉
と
〈
形
気
〉
を
め
ぐ
る

西
洋
の
天
学
の
批
判
に
系
譜
に
お
い
て
接
続
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
西
川
父
子
や
向
井
元
升
は
長
崎
の
学
者
で
あ
っ
た
が
、
お
な
じ
く
九
州

北
部
の
豊
後
の
学
者
で
あ
っ
た
三
浦
梅
園
に
も
ま
た
同
様
の
論
説
が
あ
っ
た
こ

と
を
以
下
に
記
述
し
よ
う
。
梅
園
の
読
書
メ
モ
「
浦
子
手
記
」
に
よ
る
と
如
見

の
『
怪
異
弁
断
』
を
三
四
歳
で
、
『
日
本
水
土
考
』
を
三
五
歳
と
四
七
歳
で
、
『
華

夷
通
商
考
』
を
六
一
歳
で
閲
覧
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
梅
園
は
、
こ
の
「
浦
子

手
記
」
に
メ
モ
の
あ
る
も
の
以
外
の
如
見
や
正
休
の
作
品
も
読
書
し
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
た
と
え
ば
、

　
長
崎
夜
話
草
を
按
ず
る
に
…
（
『
五
月
雨
抄
』
上
－
梅
園
全
集
上
巻
九
九

　
四
頁
）

と
2
言
及
が
あ
る
し
、

　
阿
蘭
陀
の
暦
は
西
川
如
見
の
教
童
暦
談
に
あ
り
…
（
『
帰
山
録
』
下
－
同

　
右
一
〇
八
七
頁
）

と
の
解
説
も
あ
り
、

　
西
川
子
目
。
紅
毛
暦
。
正
月
元
日
。
－
（
『
賛
語
』
陰
陽
峡
下
－
同
右
三



　
七
七
頁
）

と
の
引
用
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
最
後
の
一
文
は
、
正
休
の

　
紅
毛
ノ
正
月
八
一
日
ア
リ
…
（
『
和
漢
運
気
指
甫
後
編
』
戎
蛮
等
暦
説
－

　
遺
書
二
二
篇
四
七
頁
）

が
出
典
で
あ
ろ
う
。

　
梅
園
は
、
〈
条
理
〉
と
く
実
測
V
を
綜
合
H
統
一
し
よ
う
と
し
た
。
〈
条
理
〉

は
原
理
n
法
則
の
本
質
を
対
象
と
す
る
哲
学
で
あ
っ
て
、
〈
実
測
〉
は
物
質
n
運

動
の
現
象
を
対
象
と
す
る
科
学
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
は
梅
園
は
、
西
洋
の
天

文
。
地
理
の
学
術
は
〈
実
測
〉
に
長
所
が
あ
る
が
〈
条
理
〉
に
短
所
が
あ
る
と

批
判
す
る
。
す
な
わ
ち
〈
条
理
〉
と
〈
実
測
〉
に
つ
い
て
、

　
条
理
の
義
は
只
只
実
徴
を
主
と
仕
次
次
書
に
て
考
候
事
に
て
愚
拙
申
候
事
も

　
天
地
に
合
不
申
候
得
は
僻
説
に
て
御
座
候
（
『
梅
田
書
翰
集
』
－
全
集
下

　
巻
七
八
三
頁
）

　
夫
人
は
天
地
を
宅
と
し
て
屠
る
も
の
に
候
へ
ば
天
地
は
学
者
の
最
先
講
ず
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o

　
き
事
に
御
座
候
尤
天
文
地
理
天
行
の
推
歩
は
西
学
入
侯
段
て
段
精
密
に
い
た

　
り
候
へ
共
そ
れ
は
そ
れ
切
に
し
て
天
地
の
条
理
に
い
た
り
て
は
今
に
徹
底
と

　
存
ず
る
人
も
不
承
候
．
（
「
答
二
多
賀
墨
卿
こ
－
同
右
八
三
頁
）

　
O
　
　
O
　
　
O
　
　
O

　
天
文
地
理
ノ
学
梵
最
モ
粗
ナ
リ
漢
ハ
寝
精
シ
然
レ
ド
モ
思
量
模
索
二
出
デ
テ

　
実
測
ハ
ゥ
ト
シ
…
西
人
ハ
意
ヲ
実
測
二
用
ユ
…
蓋
天
地
二
条
理
ア
リ
未
条
理

　
ヲ
得
ザ
レ
バ
実
測
ア
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
是
ヲ
枕
佛
二
得
テ
猶
真
二
遠
シ
（
「
価

　
原
』
1
同
右
上
巻
九
三
〇
頁
）

と
梅
園
は
論
説
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
梅
園
の
く
条
理
V
と
〈
実
測
〉
は
、
元

升
の
〈
窮
理
〉
と
〈
形
器
〉
や
如
見
な
ら
び
に
正
休
の
〈
命
理
〉
と
〈
形
気
〉

に
趣
意
が
近
似
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
元
升
の
〈
窮
理
〉
が
陰
陽
H
五

行
を
、
ま
た
如
見
の
〈
命
理
〉
も
陰
陽
H
五
行
を
、
ま
た
正
休
の
〈
命
理
〉
が

性
命
1
1
五
常
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
梅
園
の
〈
条
理
〉
は
五
行
で

は
な
く
陰
陽
の
み
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
陰
陽
に
つ
い

て
、
　
今
世
。
実
測
与
二
推
歩
一
漸
精
。
則
於
レ
知
二
其
形
一
。
雛
塾
其
形
一
。
而
未
レ
能
レ

　
　
　
　
　
o
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
　
　
o

　
審
竺
天
地
之
所
二
以
然
一
者
。
　
何
邪
。
以
レ
岡
レ
於
二
陰
陽
之
故
一
也
。
（
『
玄
語
』

　
例
旨
－
全
集
上
巻
六
頁
）

と
梅
園
は
記
述
し
て
い
る
。
梅
園
は
右
文
で
陰
陽
・
所
以
と
実
測
・
推
歩
あ
る

い
は
《
故
》
と
《
形
》
を
比
較
。
対
照
し
て
い
る
。
（
朱
子
の
理
学
に
お
い
て

《
気
》
に
と
っ
て
《
理
》
は
、
「
所
以
然
之
故
」
で
あ
る
と
と
も
に
「
所
当
然
之

則
」
で
あ
っ
た
）
。
向
井
元
升
が
く
窮
理
V
と
〈
形
器
〉
を
め
ぐ
り
西
洋
の
天

文
・
地
理
を
批
判
し
た
よ
う
に
、
ま
た
西
川
正
休
が
〈
命
理
〉
と
〈
形
気
〉
を

め
ぐ
り
西
洋
の
天
文
。
地
理
を
批
判
し
た
ご
と
く
、
三
浦
梅
園
も
〈
条
理
〉
と

〈
実
測
〉
を
め
ぐ
り
西
洋
の
天
文
。
地
理
を
批
判
し
た
。
し
か
る
に
梅
園
が
五

六
歳
で
長
崎
に
旅
行
し
た
と
き
、
通
詞
の
松
村
翠
涯
（
元
綱
）
が
西
洋
の
学
術

も
縞
局
は
〈
窮
理
〉
で
あ
る
と
解
説
し
た
。
こ
の
松
村
の
解
説
に
よ
っ
て
梅
園

も
西
洋
の
科
学
は
一
種
の
〈
窮
理
〉
で
あ
る
と
承
認
し
て
、

　
松
村
と
西
洋
の
事
を
語
る
に
因
て
松
村
目
西
洋
の
学
畢
寛
窮
理
の
学
也
務
め

　
て
物
の
性
を
知
る
に
在
り
性
を
知
る
に
て
能
物
を
成
す
と
い
へ
り
此
窮
理
の

　
字
も
性
の
字
も
宋
儒
の
所
謂
と
同
じ
き
に
非
ざ
れ
ど
も
西
洋
の
学
は
能
く
も

　
の
の
理
を
推
し
極
め
物
の
性
を
尽
す
（
『
帰
山
録
』
下
－
全
集
上
巻
一
一

　
〇
三
頁
）

と
記
録
一
報
告
し
て
い
る
。
〈
実
測
〉
に
は
長
所
が
あ
っ
て
も
〈
条
理
〉
に
は

短
所
が
あ
る
と
西
洋
の
科
学
を
批
判
し
て
い
た
梅
園
も
、
こ
こ
で
は
自
説
を
修
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正
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
梅
園
の
〈
条
理
〉
も
宋
学
の
〈
窮

理
〉
に
系
譜
に
お
い
て
接
続
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

　
右
い
う
如
く
宋
儒
窮
理
の
学
を
唱
ひ
し
よ
り
今
に
至
っ
て
よ
る
者
多
し
…
窮

　
理
を
務
め
ん
事
は
天
地
の
大
観
に
於
て
は
一
助
あ
る
べ
し
（
『
帰
山
録
』
下

　
－
全
集
上
巻
一
一
〇
三
頁
）

と
梅
園
は
論
説
し
て
い
る
。

㈹
物
理
小
識
。
天
経
或
尉

　
西
川
如
見
。
正
休
父
子
が
〈
命
理
〉
の
天
学
と
〈
形
気
〉
の
天
学
を
綜
合
n

統
一
し
よ
う
と
し
、
西
洋
の
天
文
。
地
理
が
〈
形
気
〉
に
長
所
が
あ
っ
て
も

〈
命
理
〉
に
短
所
が
あ
る
と
批
判
し
た
こ
と
を
ω
章
で
前
述
し
た
。
ま
た
三
浦

梅
園
が
〈
条
理
〉
と
〈
実
測
〉
を
綜
合
H
統
一
し
よ
う
と
し
、
西
洋
の
天
文
。

地
理
が
〈
実
測
〉
に
長
所
が
あ
っ
て
も
〈
条
理
〉
に
短
所
が
あ
る
と
批
判
し
た

こ
と
を
②
章
で
前
述
し
た
。
じ
つ
は
清
代
の
『
物
理
小
識
』
（
方
以
智
著
）
と

『
天
経
或
閲
』
（
漉
子
六
著
）
に
同
様
の
論
説
が
あ
る
こ
と
を
以
下
に
記
述
し
よ

一
。
～

、
つ

　
方
以
智
と
漉
子
六
の
二
人
は
知
人
で
あ
っ
て
、
前
者
は
後
者
の
著
書
の
た
め

に
序
文
を
執
筆
し
た
し
、
後
者
の
著
書
に
前
者
か
ら
の
引
用
が
多
出
す
る
。

　
西
川
正
休
は
『
天
経
或
間
』
に
訓
点
を
つ
け
て
出
版
。
し
た
し
、
梅
園
も
ま

た
、
そ
の
読
書
メ
モ
「
浦
子
手
記
」
に
よ
れ
ば
、
『
天
経
或
閲
』
を
二
四
歳
で
、

『
物
理
小
識
』
を
五
七
歳
で
閲
覧
し
て
お
り
、
主
著
『
賛
語
』
に
は
そ
れ
ら
か

　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

ら
の
引
用
が
多
出
す
る
。
も
っ
と
も
陰
陽
は
肯
定
し
て
も
五
行
を
否
定
す
る
梅

園
は
、
た
と
え
ば
、

　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o

　
明
潴
子
六
。
拠
目
。
天
色
在
二
五
行
之
外
一
。
青
亦
非
其
真
体
一
。
既
説
二
五

　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o

　
行
一
。
又
説
二
五
行
之
外
一
。
不
レ
通
甚
秦
。
（
『
賛
語
』
天
地
映
下
1
1
全
集
上

巻
三
五
七
頁
）

と
『
天
経
或
間
』
を
批
判
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
西
川
正
休
も
『
天
経
或
間
』

に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
o
　
　
　
o
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
　
o

　
今
多
ク
世
間
二
流
布
ス
ル
所
ノ
天
文
地
理
ヲ
著
シ
タ
〃
書
ハ
。
天
経
或
間
ノ

　
ミ
ニ
テ
。
此
外
二
用
ベ
キ
書
ナ
シ
。
暦
書
ハ
有
リ
ト
雛
モ
。
総
テ
暦
書
ニ

　
ハ
。
日
月
運
行
ノ
数
術
ノ
ミ
記
シ
テ
。
天
地
ノ
形
体
ト
。
天
地
ノ
遣
理
ト
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o

　
詳
ニ
セ
ズ
。
故
二
儒
家
ノ
如
キ
ハ
。
学
テ
用
少
シ
。
天
経
或
間
モ
弊
へ
多
シ

　
ト
雛
モ
。
古
今
ノ
諸
説
ヲ
集
メ
テ
篇
ヲ
成
シ
。
殊
二
天
地
ノ
形
体
ト
遣
理
ト

　
ヲ
大
概
二
説
ケ
ル
ガ
故
二
。
撰
ミ
テ
可
也
。
（
『
天
学
初
学
間
答
』
1
遺
書

　
十
一
篇
七
頁
）

と
難
点
が
あ
る
と
し
つ
つ
も
推
賞
し
て
い
る
。
正
休
の
右
文
に
よ
れ
ば
、
『
天

経
或
間
』
は
、
〈
道
理
〉
と
〈
形
体
〉
を
綜
合
H
統
一
し
て
い
る
稀
有
の
名
著

で
あ
っ
た
。
こ
の
く
遣
理
V
と
〈
形
体
〉
は
、
如
見
な
ら
び
に
正
休
の
〈
命

理
〉
と
〈
形
気
〉
に
も
主
旨
が
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
如
見
に
も
、

　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o

　
近
来
新
渡
ノ
書
二
論
シ
テ
云
戎
蛮
ノ
天
学
測
量
ノ
図
器
ハ
巧
術
ヲ
得
タ
リ
ト

　
　
　
　
　
由
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o

　
云
ド
モ
其
義
理
ヲ
弁
ズ
ル
ニ
至
テ
ハ
命
辞
頗
拙
シ
ト
云
云
（
『
天
文
義
論
』

　
巻
上
－
遺
書
二
篇
一
九
頁
）

と
い
う
一
文
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
〈
義
理
〉
と
〈
測
量
〉
は
、
や
は
り
如
見
な

ら
ぴ
に
正
休
の
〈
命
理
〉
と
〈
形
気
〉
に
趣
意
が
近
似
す
る
も
の
で
あ
る
。
し

か
も
右
文
の
「
近
来
新
渡
」
の
書
物
と
は
、
お
そ
ら
く
『
天
経
或
間
』
か
『
物

理
小
識
』
の
こ
と
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。
と
い
う
の
も
、
『
天
経
或
間
』
　
の

序
文
（
こ
れ
は
『
物
理
小
識
』
の
著
者
で
あ
る
方
以
智
が
知
人
の
漉
子
六
の
た

め
に
執
筆
し
た
）
に
、

王o



　
万
暦
之
時
。
中
土
化
治
。
太
西
儒
来
。
艀
豆
合
レ
図
。
其
理
頓
顕
。
膠
帝
見
一

　
者
。
賊
以
為
レ
異
。
不
レ
知
一
異
皆
聖
人
之
所
已
言
一
也
。
特
其
器
数
其
精
。

　
　
　
o
　
　
o
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o

　
而
予
二
通
幾
之
理
一
。
命
辞
頗
拙
。
（
『
天
経
或
間
』
序
－
遺
書
十
篤
六
頁
）

と
の
一
節
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
右
文
の
「
特
其
器
数
其
精
。
而
子
二
通
幾
之

理
刈
命
辞
頗
拙
。
」
と
あ
る
の
は
、
如
見
の
前
引
に
「
戎
蛮
ノ
天
学
測
量
図
器

ハ
巧
術
ヲ
得
タ
リ
ト
云
ド
モ
其
義
理
ヲ
弁
ズ
ル
ニ
至
テ
ハ
命
辞
頗
拙
シ
ト
云

云
」
と
あ
っ
た
の
に
語
調
も
酷
似
し
て
い
る
。
如
見
の
前
引
に
よ
れ
ば
、
西
洋

の
天
学
は
〈
測
量
〉
に
長
所
が
あ
っ
て
も
〈
義
理
〉
に
短
所
が
あ
っ
た
。
以
智

の
右
文
に
よ
れ
ぱ
、
や
は
り
西
洋
の
学
間
は
く
器
数
V
に
長
所
が
あ
っ
て
も
く
通

幾
V
に
短
所
が
あ
っ
た
。
『
天
経
或
問
』
の
序
文
で
は
〈
通
幾
〉
と
〈
器
数
〉

と
い
っ
た
表
象
の
此
較
で
あ
る
が
、
以
智
の
主
著
の
『
物
理
小
識
』
で
は
〈
通

幾
〉
と
〈
質
測
〉
と
い
っ
た
概
念
の
対
照
と
な
る
。
こ
の
『
物
理
小
識
』
で

も
、
西
洋
の
学
問
は
〈
質
測
〉
に
長
所
が
あ
っ
て
も
〈
通
幾
〉
に
短
所
が
あ
る

と
以
智
は
批
判
す
る
。
す
な
わ
ち
、

　
万
暦
年
間
。
遠
西
学
入
。
詳
手
質
測
一
。
而
拙
言
手
言
二
通
幾
一
。
然
爾
智
士

　
推
。
彼
之
質
測
猶
未
レ
備
也
。
儒
者
守
二
宰
理
一
而
己
。
（
『
物
理
小
識
』
自
序
）

と
以
智
は
論
説
し
て
い
る
。
以
智
の
右
文
に
「
詳
二
子
質
測
一
。
而
抄
一
手
言
二
通

幾
一
。
」
と
あ
る
の
は
、
や
は
り
以
智
の
前
引
に
「
特
其
器
数
英
精
。
而
子
二
通
幾

之
理
↓
命
辞
頗
拙
。
」
と
あ
っ
た
の
に
主
旨
が
一
致
す
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら

に
は
如
見
の
前
引
に
「
戎
蛮
ノ
天
学
測
量
図
器
ハ
巧
術
ヲ
得
タ
リ
ト
云
ド
モ
其

義
理
ヲ
弁
ズ
ル
ニ
至
テ
ハ
命
辞
頗
拙
シ
ト
云
云
」
と
あ
っ
た
の
に
趣
意
が
近
似

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
以
智
の
主
著
『
物
理
小
識
』
で
〈
通
幾
〉
と
〈
質
測
〉
は
、
き
わ
め
て

枢
要
な
範
犠
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
〈
通
幾
〉
と
は
な
に
か
？
〈
質
測
〉
と
は

な
に
か
？
　
こ
れ
ら
の
概
念
を
定
義
し
て
、

　
推
而
至
子
不
可
知
。
転
以
可
知
者
摂
之
。
以
費
知
隠
。
重
玄
一
実
。
是
物
物

　
神
神
之
深
幾
也
。
寂
感
之
藩
。
深
究
其
所
自
来
。
是
目
通
幾
。
物
有
共
故
。

　
実
考
究
之
。
大
而
元
会
。
小
而
草
木
議
蠕
。
類
其
性
情
。
徴
其
好
悪
。
推
其

　
常
変
。
是
日
質
測
。
質
測
蔵
通
幾
者
也
。
（
『
物
理
小
識
』
自
序
）

と
以
智
は
記
述
し
て
い
る
。
以
智
の
右
文
に
よ
れ
ば
、
〈
通
幾
〉
は
世
界
の
事

物
の
本
質
を
対
象
と
す
る
哲
学
で
あ
り
、
〈
質
測
〉
は
世
界
の
事
物
の
現
象
を

対
象
と
す
る
科
学
で
あ
っ
た
。
し
か
も
本
質
は
現
象
の
な
か
に
内
在
し
て
い
る

し
、
哲
学
は
科
学
の
な
か
に
内
在
し
て
い
る
。
以
智
の
右
文
で
〈
通
幾
〉
と

〈
質
測
〉
は
、
《
隠
》
と
《
費
》
と
し
て
も
相
互
に
関
係
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は

以
智
の
左
文
で
〈
通
幾
〉
と
〈
質
測
〉
が
〈
性
命
〉
と
く
象
数
V
、
《
遣
》
と

《
器
》
、
《
理
》
と
《
物
》
と
し
て
も
相
互
に
関
係
し
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
o
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
o

　
故
性
命
之
理
。
必
以
象
数
為
徴
。
未
形
則
無
可
言
。
一
形
則
上
遣
下
器
。
分

　
o
　
　
　
o
　
　
　
o
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
o

　
而
合
者
也
。
…
舎
物
則
理
亦
無
所
得
棄
。
又
何
格
哉
。
－
・
或
質
測
。
或
通
幾
。

　
不
相
壊
也
。
（
『
物
理
小
識
』
総
論
）

と
以
智
は
論
説
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
以
智
は
、
〈
通
幾
〉
と
〈
質
測
〉
、
〈
性

命
〉
と
く
象
数
V
、
《
遺
》
と
《
器
》
、
《
隠
》
と
《
費
》
、
《
理
》
と
《
物
》
の
二

面
を
分
析
し
て
か
つ
そ
の
両
者
を
綜
合
し
た
。
す
な
わ
ち
哲
学
と
科
学
、
本
質

と
現
象
は
、
対
立
し
つ
つ
も
統
一
す
る
の
で
あ
る
。
（
《
遣
》
と
《
器
》
は
周
易

繋
辞
上
伝
か
ら
、
ま
た
《
隠
》
と
《
費
》
は
『
中
庸
』
か
ら
宋
学
へ
と
継
承
し

た
伝
統
で
あ
る
）
。
こ
れ
ら
は
、
西
川
如
見
。
正
休
父
子
の
〈
命
理
〉
と
〈
形

気
〉
、
向
井
元
升
の
〈
窮
理
〉
と
〈
器
数
〉
、
三
浦
梅
園
の
〈
条
理
〉
と
〈
実
側
〉

の
分
析
”
綜
合
あ
る
い
は
対
立
”
統
一
に
系
譜
に
お
い
て
接
続
し
て
い
る
。

　
以
智
は
自
著
『
物
理
小
識
』
だ
け
で
は
な
く
、
潴
芸
の
主
著
『
天
経
或
間
』
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の
た
め
の
序
文
で
も
〈
通
幾
〉
の
哲
学
と
〈
質
測
〉
の
科
学
を
綜
合
”
統
一
し

よ
う
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、

　
愚
者
答
之
日
。
神
無
方
。
而
象
数
其
端
幾
也
。
準
固
神
之
所
ソ
為
也
。
勿
下

　
以
二
質
測
一
壊
二
通
幾
一
。
而
味
申
其
中
理
上
。
勿
下
以
二
通
幾
一
壊
二
質
側
一
。
而
荒
中

　
其
実
事
上
。
（
『
天
経
或
間
』
序
－
遺
書
十
篇
六
頁
）

と
以
智
は
記
述
し
て
い
る
。
以
智
の
右
文
に
よ
れ
ぱ
、
〈
質
測
〉
が
あ
っ
て
も

〈
通
幾
〉
が
な
け
れ
ば
〈
印
理
〉
に
無
知
と
な
っ
て
し
ま
う
し
、
〈
通
幾
〉
が
あ

っ
て
も
〈
質
測
〉
が
な
け
れ
ば
〈
実
事
〉
に
無
知
と
な
っ
て
し
ま
う
。

　
と
こ
ろ
で
『
物
理
小
識
』
に
お
い
て
、
《
物
》
と
《
理
》
、
《
器
》
と
《
遣
》

の
綜
合
H
統
一
は
、
《
物
》
と
《
心
V
、
《
天
》
と
《
人
》
の
綜
合
n
統
一
と
密

接
に
締
合
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

　
為
物
不
二
之
至
理
。
隠
不
可
見
。
質
者
気
也
。
徴
其
端
幾
。
不
離
象
数
。
彼

　
o
　
　
　
o
　
　
o
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
伺
　
　
o
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o

　
掃
醤
言
道
也
。
離
費
窮
隠
者
偏
権
也
。
日
月
星
辰
。
天
懸
象
数
如
此
。
官
肢

　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o

　
経
路
。
天
之
表
人
身
也
如
此
。
図
書
卦
策
。
聖
人
之
昌
準
約
幾
如
此
。
無
非

　
o
　
　
o
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
●
　
　
o

　
物
也
。
無
非
心
也
。
猶
二
之
乎
。
（
『
物
理
小
識
』
巻
一
天
類
－
象
数
理
気

　
徴
幾
論
）

と
以
智
は
記
述
し
て
い
る
。
以
智
は
右
文
で
「
掃
レ
器
言
レ
遣
」
を
否
定
し
、

「
離
レ
費
窮
レ
隠
」
に
反
対
し
て
い
る
。
ま
た
以
智
は
右
文
で
「
無
ノ
非
レ
物
也
」

と
主
張
し
「
無
レ
非
レ
心
也
」
と
強
調
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
物
理
合
一
－
－
遣
器

合
一
は
、
物
心
合
一
u
天
人
合
一
と
密
接
に
結
合
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
西
川

如
見
・
正
休
に
お
い
て
も
理
気
合
一
が
天
人
合
一
と
密
接
に
結
合
し
て
い
た
こ

と
は
ω
章
で
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

こ
う
し
て
以
智
は
〈
通
幾
〉

と
〈
質
測
〉

を
分
析
し
つ
つ
そ
れ
ら
を
綜
合
し

よ
う
と
し
た
が
、
涛
芸
（
子
六
）
も
〈
条
理
〉
と
〈
象
数
〉
を
対
立
さ
せ
つ
つ

そ
れ
ら
を
統
一
し
よ
う
と
し
た
。
〈
条
理
〉
は
事
物
の
本
質
で
あ
り
、
〈
象
数
〉

は
事
物
の
現
象
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
〈
条
理
〉
と
〈
象
数
〉
に
つ
い
て
、

　
然
而
就
レ
気
以
格
二
物
之
質
理
一
。
挙
下
其
所
二
以
為
戸
気
者
上
。
以
格
二
物
之
通
理
一
。

　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o

　
亦
二
而
一
也
。
費
而
象
数
。
隠
而
条
理
。
亦
二
而
一
也
。
若
知
三
二
在
二
中
一
。

　
則
錨
綜
変
化
無
二
不
レ
可
レ
為
者
一
。
自
レ
非
神
明
一
。
難
レ
析
室
理
一
。
（
『
天
経

　
或
問
』
地
之
巻
四
行
五
行
－
遺
書
十
篇
三
一
頁
）

と
漉
芸
は
記
述
し
て
い
る
。
沸
芸
の
右
文
に
「
亦
二
而
一
也
」
と
あ
る
の
は
、

以
智
の
前
引
に
「
分
而
合
者
也
」
と
あ
っ
た
の
と
趣
意
が
近
似
す
る
も
の
で
あ

る
。
ま
た
涛
芸
の
右
文
で
く
条
理
V
と
〈
象
数
〉
は
、
《
隠
》
と
《
費
》
、
《
理
》

と
《
気
》
と
し
て
も
相
互
に
関
係
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
漉
芸
の
左
文
で
〈
条

理
〉
と
〈
象
数
〉
は
、
〈
理
性
〉
と
〈
耳
目
〉
と
し
て
も
相
互
に
関
係
し
て
く

る
。
す
な
わ
ち
〈
理
性
〉
と
〈
耳
目
〉
に
つ
い
て
、

　
天
者
群
物
之
租
。
理
性
之
所
苗
出
一
。
其
文
即
猶
二
理
性
之
耳
目
一
也
。
今
舎
二

　
吾
耳
目
之
レ
性
之
レ
理
之
レ
霊
一
。
而
漫
言
二
耳
目
一
。
其
不
レ
為
一
一
皮
粕
一
鮮
ツ
棄
。

　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o

　
故
西
儒
亦
日
。
天
文
一
格
物
窮
理
之
首
務
。
旨
哉
言
也
。
（
『
天
経
或
間
』
地
之

　
巻
占
候
－
遺
書
十
篇
二
八
頁
）

と
涛
芸
は
論
説
し
て
い
る
。
漉
芸
の
右
文
に
よ
れ
ば
、
〈
理
性
V
の
思
考
は
事

物
の
深
層
を
認
識
す
る
も
の
で
あ
り
、
〈
耳
目
〉
の
感
覚
は
事
物
の
表
層
を
認

識
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
『
物
理
小
識
』
の
〈
通
幾
〉
と
〈
質
捌
〉
な
ら
び
に
『
天
経
或

間
』
の
〈
条
理
〉
と
〈
象
数
〉
の
綜
合
”
統
一
は
、
西
川
如
見
一
正
休
父
子
の

〈
命
理
〉
と
〈
形
気
〉
や
向
井
元
升
の
〈
窮
理
〉
と
〈
器
数
〉
や
三
浦
梅
園
の

〈
条
理
〉
と
〈
実
測
〉
の
綜
合
u
統
一
に
主
旨
が
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
『
物
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理
小
識
』
の
論
説
は
、
直
接
に
、
あ
る
い
は
『
天
経
或
間
』
を
媒
介
し
て
間
接

に
、
如
見
。
正
休
や
梅
園
の
論
説
に
系
譜
と
な
っ
て
接
続
し
て
い
た
に
ち
が
い

な
い
。

あ
と
が
き

　
以
上
に
立
証
し
た
と
お
り
、
西
川
如
見
。
正
休
父
子
は
〈
命
理
〉
の
哲
学
と

く
形
気
V
の
科
学
を
綜
合
”
統
一
し
よ
う
と
し
た
。
『
乾
坤
弁
説
』
で
向
井
元
升

も
〈
窮
理
〉
の
哲
学
と
〈
器
数
〉
の
科
学
を
、
三
浦
梅
園
も
〈
条
理
〉
の
哲
学

と
〈
実
測
〉
の
科
学
を
綜
合
u
統
一
し
よ
う
と
し
た
。
清
代
儒
学
の
『
物
理
小

識
』
（
方
以
智
著
）
も
〈
通
幾
〉
の
哲
学
と
〈
質
測
〉
の
科
学
を
、
『
天
経
或

間
』
（
涛
子
六
著
）
も
〈
条
理
〉
の
哲
学
と
〈
象
数
〉
の
科
学
を
綜
合
”
統
一

し
よ
う
と
し
た
。
し
か
も
長
崎
の
如
見
は
お
な
じ
く
長
崎
の
元
升
の
門
人
で
あ

っ
た
と
み
ら
れ
、
正
休
は
『
天
経
或
間
』
に
訓
点
を
つ
け
て
出
版
し
た
し
、
豊

後
の
梅
園
は
泌
歳
で
『
天
経
或
間
』
を
、
5
7
歳
で
『
物
理
小
識
』
を
閲
覧
し
て

い
た
し
、
方
以
智
と
涛
子
六
の
両
者
は
知
人
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
論
理
の
う

え
で
も
歴
史
の
う
え
で
も
、
こ
れ
ら
は
系
譜
と
な
っ
て
接
続
し
て
く
る
。
と
り

わ
け
西
川
父
子
に
と
っ
て
清
代
儒
学
の
『
物
理
小
識
』
や
『
天
経
或
間
』
は
、

学
術
の
構
想
の
源
泉
な
い
し
は
底
流
に
な
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

（
注
）

（
1
）
　
如
見
の
天
人
合
一
n
理
気
合
一
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
西
川

　
如
見
の
儒
学
思
想
」
（
『
日
本
思
想
史
学
』
一
四
号
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
）
　
天
文
。
地
理
の
学
者
で
も
あ
り
天
人
合
一
阯
理
気
合
一
の
儒
者
で
も

　
あ
っ
た
如
見
一
正
休
が
申
国
の
古
代
の
聖
人
の
天
学
を
手
本
。
模
範
と
し

　
た
の
も
ゆ
え
な
い
、
こ
と
で
は
盾
い
。
と
い
う
の
も
、
古
代
の
天
学
は
、
自

然
と
人
間
、
哲
学
と
科
学
の
綜
合
H
統
一
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な

　
わ
ち
飯
島
忠
夫
氏
も
「
古
代
支
那
に
於
て
は
、
天
文
学
は
す
べ
て
の
学
問

　
を
綜
合
す
る
理
論
を
説
く
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
哲
学
で
も
あ
り
、
物
理

　
学
で
も
あ
り
、
遣
徳
学
で
も
あ
り
、
政
治
学
で
も
あ
り
、
宗
教
で
も
あ

　
り
、
予
言
学
で
も
あ
る
。
故
に
天
文
学
は
諸
学
の
源
頭
に
立
つ
も
の
と
も

　
言
ひ
得
る
。
そ
れ
は
現
代
の
用
語
と
し
て
の
天
文
学
と
は
大
に
そ
の
意
義

　
を
異
に
し
て
い
る
。
」
（
『
天
文
暦
法
と
陰
陽
五
行
説
』
一
八
三
頁
）
と
叙

述
し
て
い
る
。
ま
た
如
見
。
正
休
が
と
り
わ
け
陰
陽
。
五
行
を
申
心
。
焦

　
点
に
し
て
中
国
の
聖
人
の
吉
代
の
天
学
を
手
本
。
模
範
と
し
た
の
も
ゆ
え

　
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
■
古
代
の
天
学
は
、
わ
け
て
も
陰

　
陽
。
五
行
を
中
心
。
焦
点
に
し
て
哲
学
と
科
学
、
自
然
と
人
間
を
綜
合
H

　
統
一
し
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
飯
島
氏
も
ま
た
「
吾
人
が
支
那
の
古

　
代
思
想
を
検
討
す
る
と
き
、
其
の
全
部
を
蔽
ふ
と
こ
ろ
の
哲
学
は
陰
陽
五

行
の
説
で
あ
る
こ
と
を
発
見
す
る
。
此
の
哲
学
は
希
騰
の
古
代
の
哲
学
と

　
同
じ
様
に
物
理
学
と
分
れ
て
居
な
い
。
そ
れ
は
宇
宙
生
成
の
理
論
で
あ

　
り
、
人
間
遣
徳
の
原
理
で
あ
る
。
…
…
天
体
暦
数
よ
り
宗
教
・
倫
理
・
政

　
治
一
兵
法
。
産
業
。
芸
術
に
至
る
ま
で
陰
陽
五
行
説
と
提
携
し
て
居
な
い

　
も
の
は
一
つ
も
な
い
の
で
あ
る
。
」
（
同
上
一
一
六
頁
）
と
叙
述
し
て
い

　
る
。

（
3
）
　
正
休
が
西
洋
の
天
学
は
〈
形
気
〉
に
長
所
が
あ
っ
て
も
〈
命
理
〉
に

　
短
所
が
あ
る
と
批
判
し
た
こ
と
も
ゆ
え
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
と
い
う
の

　
も
、
十
六
世
紀
以
後
に
流
入
し
た
洋
学
は
、
科
学
と
宗
教
で
あ
っ
て
、
近

　
代
の
哲
学
は
、
ほ
と
ん
ど
渡
来
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
天
地
創
造
と
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霊
魂
不
滅
を
中
心
。
焦
点
と
す
る
耶
蘇
の
教
理
は
、
朱
子
学
派
の
儒
者
と

　
し
て
の
如
見
。
正
休
に
と
っ
て
は
、
〈
命
理
〉
に
つ
い
て
無
知
で
あ
る
と

　
批
判
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
ろ
う
。
た
と
え
ぱ
イ
タ
リ
ア
の
シ
ド
ヅ
チ
を

　
訊
間
し
た
調
書
と
も
い
う
べ
き
新
井
白
石
の
『
西
洋
紀
聞
』
に
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o

　
　
凡
そ
其
人
博
覧
強
記
に
し
て
、
彼
方
多
学
の
人
と
聞
え
し
、
天
文
地
理

　
　
の
事
に
至
て
は
、
企
及
ぷ
べ
し
と
も
覚
え
ず
。
ま
た
謹
懲
に
し
て
、
よ

　
　
く
小
善
に
も
服
す
る
所
あ
り
き
。
其
教
法
を
説
く
に
至
て
は
、
二
膏
の

　
　
遣
に
ち
か
き
所
も
あ
ら
ず
、
智
愚
た
ち
ま
ち
に
地
を
易
へ
て
、
二
人
の

　
　
言
を
聞
く
に
似
た
り
。
こ
こ
に
知
ぬ
、
彼
方
の
学
の
ご
と
き
は
、
た
だ

　
　
其
形
と
器
と
に
精
し
き
事
を
、
所
謂
形
而
下
な
る
も
の
の
み
を
知
り

　
　
て
、
形
而
上
な
る
も
の
は
、
い
ま
だ
あ
づ
か
り
聞
か
ず
。
さ
ら
ば
、
天

　
　
地
の
ご
と
き
も
、
こ
れ
を
造
れ
る
も
の
あ
り
と
い
ふ
事
、
怪
し
む
に
は

　
　
た
ら
ず
。
（
『
西
洋
紀
聞
』
上
巻
1
－
日
本
思
想
大
系
3
5
一
七
i
一
九
頁
）

　
と
い
う
有
名
塗
言
葉
が
あ
る
が
、
白
石
の
右
文
の
〈
形
而
上
〉
と
〈
形
而

　
下
〉
と
い
っ
た
周
易
繋
辞
上
伝
か
ら
宋
学
へ
と
継
承
さ
れ
た
伝
統
は
、
如

　
見
。
正
休
の
〈
命
理
〉
と
〈
形
気
〉
に
系
譜
と
し
て
接
続
す
る
も
の
で
あ

　
る
。

（
4
）
　
南
部
草
寿
の
こ
の
《
神
》
の
概
念
は
、
門
人
の
如
見
の
《
神
》
の
表

　
象
に
系
譜
と
な
っ
て
接
続
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

　
　
火
ハ
至
神
ナ
〃
故
也
…
都
テ
万
物
ノ
中
二
火
不
レ
有
者
ナ
シ
ー
能
ク
其

　
　
神
万
物
二
蔵
レ
テ
而
モ
能
ク
物
ヲ
生
ス
…
世
界
ノ
生
霊
此
ノ
神
ノ
所
造

　
　
（
『
『
両
儀
集
説
』
巻
七
－
遺
書
十
八
篇
二
二
頁
）

　
と
如
見
も
記
述
し
て
い
る
。

（
5
）
　
内
困
秀
雄
氏
も
「
併
せ
て
、
天
文
、
地
暦
数
の
学
を
林
吉
左
衛
門
の

　
門
弟
な
る
小
林
謙
貞
（
義
信
）
、
沢
野
忠
庵
の
『
乾
坤
弁
説
』
の
著
述
に

　
関
係
し
た
向
井
元
升
な
ど
に
就
い
て
学
ん
だ
。
」
（
「
西
州
如
見
と
其
の
地

　
理
学
」
－
『
史
林
』
二
四
号
四
〇
頁
）
と
叙
述
し
て
い
る
。

（
6
）
　
明
代
に
洋
学
が
中
国
と
臼
本
に
流
入
し
て
以
来
、
と
り
わ
け
清
代
と

　
も
な
る
と
、
儒
学
に
と
っ
て
、
哲
学
と
科
学
の
綜
含
・
統
一
は
、
宋
代
よ

　
り
は
る
か
に
重
大
な
問
趨
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
ろ
う
。
た
と
え
ば

狙
株
学
派
の
太
宰
春
台
も
性
理
学
と
天
主
教
に
つ
い
て
、

　
　
明
の
万
暦
年
中
に
、
欧
羅
巴
国
よ
り
利
蒲
賓
と
い
う
者
入
朝
し
て
、
天

　
　
主
教
を
説
し
に
、
其
説
程
朱
の
性
理
学
に
似
て
、
其
精
微
な
る
こ
と
性

　
　
理
学
に
超
た
る
故
に
、
性
理
学
の
学
者
、
己
が
遣
を
捨
て
、
天
主
教
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o

　
　
受
た
る
者
多
し
。
天
経
或
間
を
作
れ
る
漉
芸
、
通
雅
を
作
れ
る
方
以
智

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o

　
　
等
、
す
な
は
ち
其
人
な
り
、
…
明
の
末
に
呉
廷
翰
と
い
ふ
者
、
吉
斎
漫

　
　
o
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
　
　
o
　
　
o

　
　
録
、
襲
記
、
檀
記
な
ど
い
ふ
書
を
著
し
て
、
程
朱
の
遣
を
闘
き
し
は
、

　
　
豪
傑
な
り
。
（
『
聖
学
問
答
』
巻
下
－
日
本
倫
理
彙
編
六
巻
二
八
五

　
　
頁
）

と
中
国
の
情
勢
を
日
本
で
解
説
し
て
い
る
。
春
台
の
右
文
も
、
や
は
り

『
物
理
小
識
』
と
な
ら
ぷ
『
通
雅
』
（
方
以
智
著
）
と
『
天
経
或
間
』
（
涛

子
六
著
）
を
二
大
代
表
と
し
て
特
筆
し
て
い
る
。
ま
た
春
台
の
右
文
の

『
吉
斎
漫
録
』
（
呉
廷
翰
著
）
と
西
川
如
見
の
儒
学
思
想
が
天
人
論
H
理
気

説
に
お
い
て
一
致
な
い
し
は
近
似
し
て
い
る
こ
と
を
前
掲
拙
稿
で
立
証
し

た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

　
宋
学
の
〈
椿
物
致
知
〉
や
〈
屠
敬
窮
理
〉
を
源
泉
な
い
し
は
底
流
と
し

　
つ
つ
、
明
代
に
流
入
し
た
洋
学
を
媒
介
に
し
て
の
清
代
儒
学
や
西
川
父
子

の
哲
学
と
科
学
の
綜
合
“
統
一
は
、
や
が
て
の
ち
の
中
体
西
用
や
和
魂
洋
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才
と
い
っ
た
標
語
の
先
駆
と
な
ろ
う
。

（
7
）
　
『
物
理
小
識
』
や
『
天
経
或
間
』
と
三
浦
梅
園
に
つ
い
て
は
、
小
川

晴
久
氏
「
三
浦
梅
園
研
究
1
そ
の
一
－
梅
園
の
条
理
学
に
つ
い
て
」

　
（
『
思
想
の
研
究
』
二
号
）
「
方
以
智
の
自
然
哲
学
『
通
幾
』
と
そ
の
構
造

　
－
三
浦
梅
園
の
条
理
学
と
の
関
連
で
！
⊥
（
『
学
習
院
高
等
科
研
究
紀

要
』
四
号
）
や
高
橘
正
和
氏
『
三
浦
梅
園
の
思
想
』
n
章
三
浦
梅
園
と
中

国
思
想
と
い
っ
た
先
学
の
研
究
が
あ
る
。
拙
稿
「
三
浦
梅
園
と
明
代
儒

学
」
（
n
）
（
『
倫
理
思
想
研
究
』
五
号
）
も
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　
（
や
な
ぎ
さ
わ
。
み
な
み
　
群
馬
工
業
高
等
専
門
学
校
助
教
授
）
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